








要約 

新生児期の感染予防は,未熟児養護の基本として古くから取り上げられ,種々の角度から検

討されてきている。しかし未熟児新生児医療の進歩した今日においても,超・極小未熟児,

あるいは重篤な病的新生児のintensive care の経過中に敗血症,髄膜炎などの重症感染症

を併発することはしばしば経験される。この感染予防の観点から,超・極小未熟児病的新生

児の intensive care を行う NICU の設備・備品を中心にした感染予防対策の研究として,

昨年度は NICU の設備面よりの検討を行い報告した。 

本年度は,NICU において最も基本となる保育器の消毒方法について検討を加えた。現時点

において,多くの NICU において行われている保育器の消毒方法は消毒薬による拭き取りで

あろう。われわれの行っている方法は消毒薬による拭き取りの後,さらに一歩進めてホルマ

リンガスによる消毒を行っている。今回の,われわれの研究結果では消毒薬による拭き取り

により,細菌の汚染をむしろ広げてしまうのではないかと思われる結果であった。さらに現

在,大型医療機器の消毒に汎用されているホルマリンガスによる消毒では,保育器に用いう

る安全温度として 40℃を設定し消毒庫内温度を max.37℃として使用する限り一応の消毒

効果は得られてはいたが,問題点があった。ホルマリンガスによる消毒は,1 回の消毒所要

時間が約 18時間以上であり,この点を解決すべくオゾンガスによる消毒方法も検討した。

この方法によれば消毒所要時間は 2時間と短縮されその消毒効果も示された。しかし,さら

に検討を加え改良されるべきであることが示された。 


